ケアに関する初期アセスメントシート
1． 病状の変化に伴いADL／IADLにどのような影響が考えられるかを明確にする

（１）ADL／IADLの評価から、①しているADL、②できるADL、③なりたいADL内容を明確にする
1 食事

2 清潔行為（入浴・洗髪・洗面・歯磨き・義歯の清掃）

3 更衣・整容

4 排泄

5 運動・移動

6 睡眠

（２）ADL／IADL評価を基に今後治療やリハビリにより、医療チームが目指すゴールを一致させる

1 患者自身が望む生活を目指すことができる病状なのか
2 患者・家族の思いと病状から考えられるゴールのズレは生じていないか
3 ズレが生じている場合、どのような調整が必要か
2． 家屋評価を行う
　以下の視点でアセスメントし、課題を抽出する

○トイレ：段差の有無、広さ、手すりの有無、洋式又はウォシュレットの有無
○浴室：段差の有無、広さ、手すりの有無、浴槽の深さ、出入りの方法
○家屋内移動：玄関段差の有無、患者用居室の有無並びに位置、居室からトイレ・浴室・食堂への移動環境
〇屋外アクセス：玄関から公道までのアクセス

（１）家屋状況から患者の退院時の状況をイメージし不都合が生じる点を明確にする

（２）不都合の点を解消するために必要な方法を選択する

1 物を揃えることで自立可能なのか

2 介助の方法の工夫で自立可能なのか

3 家屋の改修を必要とするのか

